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じ
め
に

　
　
　

一　
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
構
成

　
　
　

二　
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
再
構
成

　
　
　

三　

明
治
政
府
の
神
社
関
連
施
策
と
隠
岐
島
の
動
向

　
　
　

四　
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
概
要
―
―
神
社
調
査
と
そ
の
帰
結

　
　
　

お
わ
り
に

　

は
じ
め
に

　

島
根
県
の
嘱
託
を
勤
め
て
い
た
曽
根
研
三
筆
写
に
係
る
謄
写
版
の
『
隠
岐
國
神
社
秘

録
』
正
編
（
一
九
五
三
年
三
月
）・
続
編
（
一
九
五
四
年
六
月
）・
後
編
（
一
九
五
四
年

十
二
月
）
三
巻
に
は
、
隠
岐
島
全
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
神
社
調
査
や
こ
れ
に
基
づ
く

神
社
整
理
に
関
わ
っ
て
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
か
ら
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
か

け
て
の
文
書
が
二
十
七
点
、
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
明
治
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
、
当
時
の
玉
若
酢
命
神
社
宮
司
億
岐
有
尚
（
一
八
二
一
？
―
八
八
）、
水
若
酢
神
社
宮

司
忌
部
正
弘
（
一
八
三
〇
―
一
九
〇
四
）、
島
後
宇
屋
町
の
公
文
松
浦
十
郎
（
一
八
一
四

―
九
八
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
神
社
・
小
祠
の
悉
皆
踏
査
の
記
録
は
、「
嶋
前
神
社
巡

察
日
記
」「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記
」
と
し
て
正
編
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
は
種
々

の
論
考
の
な
か
で
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
、
ま
た
い
く
つ
か
の
町
村
史
に
も
部
分
的
に
再
録

さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
記
録
も
含
め
て
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
三
巻
に
収

録
さ
れ
て
い
る
諸
資
料
相
互
の
関
連
性
の
解
明
や
そ
の
位
置
づ
け
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
「
隠
岐
国
神
社
秘
録
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
曽
根
が
こ
れ
ら
の
文
書

を
ひ
と
ま
と
め
に
筆
写
し
よ
う
と
し
て
い
た
同
じ
頃
に
、
当
時
の
焼
火
神
社
宮
司
松
浦
静

麿
も
同
様
に
明
治
初
年
の
神
社
関
係
資
料
を
編
集
中
で
、
こ
れ
を
「
隠
岐
国
神
社
秘
録
」

と
呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
、
と
さ
れ
る（

１
）。

さ
ら
に
曽
根
は
、
正
編
巻
末
の
「
隠
岐

國
神
社
秘
録
に
つ
い
て
」
の
な
か
で
、「
特
に
長
い
日
本
史
の
記
録
上
、
禁
忌
と
さ
れ
て

い
た
神
社
神
体
の
状
態
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
記
録
の
価
値
を
増
す
所
以
で
あ

り
、
こ
の
記
録
が
二
部
の
転
写
本
の
外
は
一
切
世
に
公
に
さ
れ
な
か
っ
た
所
以
で
も
あ
っ

た
」（
二
五
〇
頁
）
と
述
べ
、
こ
れ
ら
の
記
録
が
従
来
秘
匿
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
。
し
か
し
、
神
体
を
こ
と
さ
ら
秘
匿
す
べ
き
対
象
と
み
な
す
視
点
は
、
む
し
ろ
近

代
の
国
家
神
道
あ
る
い
は
神
社
神
道
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
そ
の
よ
う
に
近
代
的
な
視
点
が
成
立
す
る
以
前
の
状
況
を
反
映
し

つ
つ
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
視
点
が
成
立
し
て
い
く
過
程
の
一
端
を
示
す
好
個
の
資
料
群

と
み
な
し
う
る
。
自
覚
的
な
歴
史
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
所
収
の

資
料
群
は
な
ん
ら
「
秘
匿
」
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
い
は
百
五
十
部
の
不
鮮
明
な

謄
写
版
刷
を
わ
ず
か
な
公
立
図
書
館
の
書
架
で
「
秘
蔵
」
す
べ
き
も
の
で
も
な
く
、
本
来

「
明
治
初
年
隠
岐
島
神
社
調
査
関
連
資
料
」
と
で
も
称
し
て
広
く
公
開
さ
る
べ
き
性
質
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
原
本
の
所
在
は
「
億
岐
家

文
書
」
の
な
か
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ら
が
ま
と
ま
っ
た
形
で
記
録
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
き
わ
め
て
幸
い
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
曽

根
の
先
見
性
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

た
だ
、
相
互
の
関
連
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
、『
隠
岐
國
神
社

秘
録
』
所
収
資
料
を
め
ぐ
る
「
秘
匿
性
」
は
い
っ
そ
う
増
幅
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
も

明
治
初
年
隠
岐
島
神
社
調
査
と
そ
の
帰
結 

―『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』再
構
成
の
試
み
―

山　

﨑　
　
　

亮　
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思
わ
れ
る
。
小
論
で
は
、
こ
の
「
秘
匿
性
」
を
少
し
で
も
減
じ
る
こ
と
に
努
め
た
い
。
明

治
政
府
に
よ
る
神
社
関
連
施
策
の
地
方
へ
の
波
及
、
あ
る
い
は
ま
た
「
隠
岐
騒
動
」
以
後

の
廃
仏
毀
釈
の
背
景
を
考
え
て
い
く
上
で
も
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
お
そ
ら
く
貴
重
な
記
録

と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
将
来
の
そ
の
検
討
に
向
け
て
、
基
礎
的
な
作
業
を
試
み
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。

　

一　

『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
構
成

　

ま
ず
は
、
謄
写
版
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
正
編
、
続
編
、
後
編
所
収
文
書
名
を
そ
の

掲
載
順
に
一
覧
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。
後
の
引
用
の
便
宜
を
計
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
巻
名
を
色
別
に
表
示
し
て
お
く
。

『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
正
編
（
以
下
、『
正
』
と
略
記
す
る
）

「
嶋
前
神
社
巡
察
日
記
」

「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記�

上
」

「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記�

中
」

「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記�

下
」

「
明
治
三
午
三
月
十
一
日
ゟ�

島
後
諸
社
取
調
雑
録
」

「
島
前
旧
社
取
調
帳
」

「
島
後
旧
社
取
調
帳
」

「
両
嶋
神
社
再
調
伺
書
」

「
嶋
前
神
社
取
調
帳
」

「
嶋
後
神
社
取
調
帳
」

「
隠
岐
国
神
社
御
改
正
帳
」

「
両
嶋
廃
社
伺
帳
」

「
郷
村
社
新
規
則
」

「
両
嶋
神
社
改
号
帳
」

「
宝
暦
七
年�

両
嶋
神
社
書
上
帖
二
冊
合
綴
」

＊
奥
付
＝
「
昭
和
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日
複
写　

同
年
三
月
三
十
日
発
行　

発
行
者
島

根
県
総
務
部
（
一
五
〇
部
限
定
版
）」。
ま
た
、「
郷
村
社
新
規
則
」
が
忌
部
正
弘
の
「
書

写
」
に
よ
る
以
外
は
、
す
べ
て
億
岐
有
尚
の
「
記
述
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、「
神
社
取

調
帳
」「
旧
社
取
調
帳
」「
巡
察
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
松
浦
静
麿
筆
写
本
、
さ
ら
に
横
山

弥
四
郎
に
よ
る
そ
の
転
写
本
も
参
照
し
て
い
る
、
と
さ
れ
る
。

『
続 

隠
岐
國
神
社
秘
録
』（
以
下
、『
続
』
と
略
記
す
る
）

「
国
内
神
名
帳
」

「
国
内
神
名
帳
」

「
嶋
前
神
社
取
調
帳
」

「
嶋
後
神
社
取
調
帳
」

＊
奥
付
は
な
い
が
、
以
下
の
「
追
記
」
が
末
尾
に
置
か
れ
て
い
る
。「
追
記　

さ
き
に
公

表
し
た
隠
岐
國
神
社
秘
録
と
同
種
一
連
の
記
録
を
蒐
め
て
此
の
集
を
出
す
こ
と
に
し
ま
し

た
。
正
集
に
は
大
き
な
補
助
の
力
も
有
り
ま
し
た
が
、
本
集
は
全
く
そ
う
し
た
こ
と
も
な

く
、
漸
く
こ
こ
ま
で
辿
り
つ
い
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
す
。　

昭
和
29
年
６
月
８
日　

曽

根
記
」。

『
後 

隠
岐
國
神
社
秘
録
』（
以
下
、『
後
』
と
略
記
す
る
）

「
嶋
前
神
社
巡
察
録
」

「
嶋
後
神
社
巡
察
録
」

「
島
後
諸
社
取
調
雑
録
」

「
隠
岐
両
嶋
神
社
区
別
帳
」

「
隠
岐
両
島
郷
村
社
新
区
別
帳
」

「
隠
岐
國
神
社
取
調
御
用
控
帳
」

「
神
社
取
調
覚
」

「
神
社
由
緒
劄
記
」

＊
奥
付
＝
「
昭
和
29
年
12
月
28
日　

島
根
県
総
務
部
地
方
課
謄
写
」。
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『
正
』
に
は
、
当
時
の
島
根
県
副
知
事
が
「
序
」
を
寄
せ
て
お
り
、
さ
ら
に
先
に
触
れ

た
よ
う
に
、
曽
根
自
身
に
よ
る
あ
と
が
き
と
も
呼
ぶ
べ
き
「
隠
岐
國
神
社
秘
録
に
つ
い

て
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
『
続
』『
後
』
も
含
め
て
、
収
録
文
書
に
つ
い
て
の

分
析
は
ま
っ
た
く
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
に
つ
い
て
の
解
説
も
一
切
な
い
。
各
文
書
の

配
列
も
、
お
そ
ら
く
は
曽
根
自
身
の
考
え
る
重
要
度
に
基
づ
い
て
、
い
わ
ば
恣
意
的
に
定

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

彼
は
、
一
九
五
九
年
刊
行
の
『
隠
岐
郷
土
研
究
』
五
号
に
、「
隠
岐
島
の
神
社
に
つ
い

て
」
と
い
う
長
文
の
論
考
を
投
稿
し
て
い
る
。「
原
始
信
仰
」
か
ら
出
発
し
て
、
古
代
、

中
世
、
近
世
と
隠
岐
神
道
の
歴
史
を
辿
っ
た
力
作
と
言
え
よ
う
が
、
近
代
の
記
述
は
き
わ

め
て
簡
略
で
あ
り
、『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
公
開
を
「
望
外
の
喜
び
」（
二
六
頁
）
と
表

現
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
実
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。「
は
じ
め
に
」
で

も
触
れ
た
よ
う
に
、
曽
根
が
放
置
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
こ
れ
ら
の
記
録
を
再
構
成
し

て
、
そ
の
全
貌
を
少
し
で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
小
論
の
目
的
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
現
在
、
隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
で
整
理
中
の
「
億

岐
家
文
書
」
の
な
か
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
原
本
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
す
で
に

整
理
の
終
わ
っ
て
い
る
「
忌
部
家
文
書
」
の
な
か
に
は
、
対
応
す
る
文
書
を
い
く
つ
か
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
列
挙
し
て
お
く
。

「
忌
部
家
文
書
」（
以
下
、「
忌
部
」
と
略
記
す
る
）
内
該
当
文
書�

（
数
字
は
隠
岐
郷
土
館

『
忌
部
家
古
文
書
目
録
』
の
整
理
番
号
で
あ
る
）

235
「
島
後
神
社
取
調
伺
帳
」（
明
治
三
年
）

234
「
島
後
神
社
取
調
帳
」（
明
治
三
年
か
）

231
「
旧
社
取
調
之
事
」（
明
治
三
年
四
月
）

244
「
両
島
郷
村
社
新
区
別
帳
」（
明
治
五
年
か
）

245
「
両
島
神
社
改
号
記
」（
明
治
五
年
か
）

239
「
郷
村
社
新
規
則
」（
明
治
五
壬
申
年
十
月
五
日
）

　

二　

『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
再
構
成

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、『
正
』『
続
』『
後
』
三
巻
の
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
に
収
め
ら
れ
た

各
文
書
を
、
そ
の
成
立
順
に
並
べ
替
え
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
た
い
。
な
か
に
は
成
立
年

代
が
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
お
お
よ
そ
の
順
序
は
復
元
可
能
で
あ

る
。
奥
書
等
に
示
さ
れ
た
執
筆
な
い
し
は
書
写
年
月
日
と
氏
名
、
収
録
巻
名
と
頁
数
も
併

せ
て
記
し
て
お
く
。

（
１
）「
神
社
由
緒
劄
記
」『
後
』（pp.159-167

）「
明
治
二
年
巳
水
無
月　

有
尚
書
」

（
２
） 「
国
内
神
名
帳
」『
続
』（
①
～
④
）「
明
治
二
己
巳
年
七
月
下
旬
謄
写　

杉
舎
遅

翠
」

（
３
） 「
国
内
神
名
帳
」『
続
』（
⑤
～
⑧
）「
明
治
二
巳
年
八
月
中
旬
謄
写　

楳
能
舎
興

長
」

（
４
）「
嶋
前
神
社
巡
察
日
記
」『
正
』（pp.1-30

）（
明
治
二
年
九
月
二
日
～
二
十
三
日
）

（
５
） 「
嶋
前
神
社
巡
察
録
」『
後
』（pp.1-39

）
表
紙
「
明
治
二
巳
年�

国
内
神
社
巡
察
録
」

→
（
４
）
と
同
時
期

（
６
）�「
隠
岐
國
神
社
取
調
御
用
控
帳
」『
後
』（pp.130-148

）
表
紙
「
神
社
取
調
御
用

控
帳　

明
治
二
年
巳
九
月　

杉
舎
遅
翠
」

（
７
） 「
宝
暦
七
年
両
嶋
神
社
書
上
帖
二
冊
合
綴
」『
正
』（pp.237-246

）「
明
治
二
年
十

月　

杉
舎
金

（
マ
マ
）翠

」

（
８
） 「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記 

上
」『
正
』（pp.31-59

）（
明
治
二
年
十
月
五
日
～
二
十
一

日
）

（
９
）�「
嶋
前
神
社
取
調
帳
」『
続
』（
⑨
～
21
）「
当
巳
年
村
々
ヨ
リ
書
上
之
分
」
→
明
治

二
年
、（
10
）
と
同
時
期

（
10
） 「
島
前
旧
社
取
調
帳
」『
正
』（pp.113-132

）「
明
治
二
年
巳
一
二
月
一
八
日
、
大

森
県
出
張
所
大
属
山
根
春
造
殿
江
差
出
し　

国
造
億
岐
臣
有
尚
」

（
11
） 「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記 

中
」『
正
』（pp.60-90

）（
明
治
三
年
二
月
三
日
～
二
十
二

日
）
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（
12
）�「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記 

下
」『
正
』（pp.91-98

）（
明
治
三
年
三
月
十
一
日
～

二
十
二
日
）

（
13
）�「
明
治
三
午
三
月
十
一
日
ゟ 

島
後
諸
社
取
調
雑
録
」『
正
』（pp.100-112

）
→

（
12
）
と
同
時
期

（
14
）��「
島
後
諸
社
取
調
雑
録
」『
後
』（pp.79-93

）
表
紙
「
明
治
三
午
三
月
十
一
日
ゟ　
　

島
後
諸
社
取
調
雑
録
」
→
（
13
）
と
同（

２
）一

（
15
） 「
嶋
後
神
社
巡
察
録
」『
後
』（pp.39-78

）
→
（
11
）（
12
）
と
同
時
期

（
16
） 「
嶋
後
神
社
取
調
帳
」『
続
』（
21
～
48
）「
去
巳
年
村
々
ヨ
リ
書
上
之
分
」
→
明
治

三
年
、（
17
）
と
同
時
期
、「
忌
部
」
235

（
17
） 「
島
後
旧
社
取
調
帳
」『
正
』（pp.133-166

）「
午
四
月
」
→
明
治
三
年
四
月
、「
忌

部
」
231

（
18
） 「
神
社
取
調
覚
」『
後
』（pp.149-159
）
表
紙
「
庚
午
十
月　

本
県
ヨ
リ
来
翰
等

之
写
並　

答
書
之
写
」
→
明
治
三
年
十
月

（
19
） 「
嶋
前
神
社
取
調
帳
」『
正
』（pp.175-186

）
→
明
治
三
年
か

（
20
）「
嶋
後
神
社
取
調
帳
」『
正
』（pp.187-202

）
→
明
治
三
年
か
、「
忌
部
」
234

（
21
） 「
隠
岐
両
嶋
神
社
区
別
帳
」『
後
』（pp.94-113

）
表
紙
「
両
嶋
神
社
区
別
帳
」、

「
明
治
辛
未
七
月
念
八
日　

億
岐
臣
有
尚
」
→
明
治
四
年
七
月
二
十
八
日

（
22
） 「
隠
岐
両
島
郷
村
社
新
区
別
帳
」『
後
』（pp.114-129

）
表
紙
「
両
島
郷
村
社
新

区
別
帳
」、
裏
表
紙
「
忌
部
正
幸
」
→
明
治
五
年
か
、「
忌
部
」
244
が
原
本

（
23
）「
両
嶋
神
社
改
号
帳
」『
正
』（pp.230-236

）
→
明
治
五
年
か
、「
忌
部
」
245

（
24
）「
両
嶋
廃
社
伺
帳
」『
正
』（pp.219-225

）
→
明
治
五
年
か

（
25
） 「
隠
岐
国
神
社
御
改
正
帳
」『
正
』（pp.203-218

）「
右
明
治
五
年
壬
申　

鳥
取
県

管
轄
之
砌
改
正
也　

億
岐
有
尚
謹
写
」

（
26
） 「
郷
村
社
新
規
則
」『
正
』（p.225-229

）「
壬
申
十
月
五
日　

社
寺
方
」
→
明
治
五

年
十
月
五
日
、「
忌
部
」
239
が
原
本

（
27
） 「
両
嶋
神
社
再
調
伺
書
」『
正
』（pp.167-174

）「
明
治
六
年
三
月
」
→
吉
岡
倭
文

麿
・
高
梨
正
方
・
億
岐
有
尚
の
連
署

＊
（
22
）
か
ら
（
26
）
ま
で
の
文
書
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
内
容

か
ら
見
て
こ
の
よ
う
な
順
に
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

も
と
よ
り
、
こ
の
よ
う
に
年
代
順
に
並
べ
替
え
た
だ
け
で
は
、
ま
だ
各
文
書
の
意
味
、

相
互
の
関
連
は
不
明
確
な
ま
ま
で
あ
る
。
一
つ
に
は
明
治
初
年
の
政
府
に
よ
る
神
社
関
連

施
策
の
展
開
、
今
一
つ
に
は
隠
岐
島
の
動
向
を
あ
る
程
度
ふ
ま
え
た
上
で
、
さ
ら
に
各
文

書
の
内
容
を
概
観
し
た
い
。

　

三　

明
治
政
府
の
神
社
関
連
施
策
と
隠
岐
島
の
動
向

　

次
頁
は
、
明
治
二
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
を
中
心
に
、
明
治
政
府
の
神
社
関
連
施
策
と

隠
岐
島
の
動
向
を
簡
単
に
整
理
し
て
、
こ
れ
を
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
所
収
の
各
文
書
の

成
立
年
代
と
対
比
さ
せ
た
略
年
表
で
あ
る
。
本
節
以
降
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
表
に
よ
り
な

が
ら
論
を
進
め
て
い
く

）
3
（

。

　

ま
ず
、
慶
応
四
年
三
月
二
十
八
日
の
太
政
官
に
よ
る
布
告
「
仏
語
ヲ
以
テ
神
号
ト
為
ス

神
社
ハ
其
事
由
ヲ
録
上
セ
シ
メ
及
仏
像
ヲ
以
テ
神
体
ト
為
ス
神
社
ヲ
改
メ
社
前
ニ
仏
像
仏

具
ア
ル
者
ハ
之
ヲ
除
去
セ
シ
ム
」
で
は
、

一�

中
古
以
来
某
権
現
或
ハ
牛
頭
天
王
之
類
其
外
仏
語
ヲ
以
神
号
ニ
相
称
候
神
社
不
少

候
何
レ
モ
其
神
社
之
由
緒
委
細
ニ
書
付
早
々
可
申
出
候
事
…
…

一
仏
像
ヲ
以
神
体
ト
致
候
神
社
ハ
以
来
相
改
可
申
候
事

と
述
べ
ら
れ
て
、
神
仏
分
離
の
原
則
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
し
か
し
神
仏
分
離
を
断
行
す
る

た
め
に
も
、
神
社
の
実
態
を
把
握
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
明
治
政
府
が
し
ば
し
ば
各
藩

府
県
に
神
社
調
査
を
命
じ
た
所
以
で
あ
る
。
た
と
え
ば
明
治
元
年
十
二
月
二
十
日
の
行
政

官
に
よ
る
布
告
「
…
…
式
内
神
社
及
式
外
ト
雖
モ
大
社
ノ
分
ハ
府
藩
県
ヨ
リ
審
査
録
上
セ

シ
ム
」
で
は
、
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明治初年隠岐島神社調査関連略年表
    年       月   日 明治政府の神社関連施策等 隠岐島の動向 『隠岐國神社秘録』所収文書
慶応�4
（1868）

明治�1

� 3���.19
� 3���.28

11���.� 6
12���.20

「仏語ヲ以テ神号ト為ス神社ハ
其事由ヲ録上セシメ及仏像ヲ以
テ神体ト為ス神社ヲ改メ社前ニ
仏像仏具アル者ハ之ヲ除去セシ
ム」（太政官）

「神職継目ハ所部府藩県ヨリ申
請シ式内神社及式外ト雖モ大社
ノ分ハ府藩県ヨリ審査録上セシ
ム」（行政官）

「隠岐騒動」による島民自治

鳥取藩預地となる

　　�2 � 2���.25
5-7
� 6���.10

� 6
� 7下旬
� 8���.� 2
� 8中旬
� 9�.2-23

� 9-
10

10�.5-21

12���.18

「神職神葬祭社僧復飾ハ申請ヲ
須ヒス神職継目社僧別当復飾称
号ハ府藩県ヨリ神祇官ニ申請セ
シメ及式内社其他大社等ヲ録上
セシム」（達）

隠岐県設置（知県事真木直人）
激しい廃仏毀釈

大森県の管轄となる

（1）「神社由緒劄記」
（2）「国内神名帳」

（3）「国内神名帳」
（4）「嶋前神社巡察日記」
（5）「嶋前神社巡察録」
（6）「隠岐國神社取調御用控帳」
（7）�「�宝暦七年両嶋神社書上帖二

冊合綴」
（8）「嶋後神社巡察日記�上」
（9）「嶋前神社取調帳」
（10）「島前旧社取調帳」

　　�3 � 1���.� 9
� 2�.� 3-22
� 3�.11-22
� 3�.11-

� 4
10
閏10�.28 「大小神社ノ規則ヲ制定スヘキニ

由リ査点条件ヲ定ム」（太政官布
告）

浜田県の管轄となる
（11）「嶋後神社巡察日記�中」
（12）「嶋後神社巡察日記�下」
（13）（14）「島後諸社取調雑録」
（15）「嶋後神社巡察録」
（16）「嶋後神社取調帳」
（17）「島後旧社取調帳」
（18）「神社取調覚」

（19）「嶋前神社取調帳」
（20）「嶋後神社取調帳」

　　�4 � 4���.� 4
� 5���.14

� 7���.� 4

� 7���.14
� 7���.28
10���.� 3
11���.15
12���.17

「戸籍法」
「官社以下定額及神官職員規則」
（太政官布告）
「郷社定則」・「大小神社氏子調」・

「大小神社神官守札差出方心得」
（太政官）
廃藩置県

「宗門人別帳ヲ廃ス」（大蔵省）

水若酢神社、国幣中社に列格

島根県の管轄となる
鳥取県の管轄となる

（21）「隠岐両嶋神社区別帳」

　　�5 � 1

10���.� 5

「府県郷村社取調雛形」（神祇省
布達） （22）「隠岐両島郷村社新区別帳」

（23）「両嶋神社改号帳」
（24）「両嶋廃社伺帳」
（25）「隠岐国神社御改正帳」
（26）「郷村社新規則」

　　�6 � 3
� 5���.29 「氏子調施行ヲ停ム」（太政官布

告）

（27）「両嶋神社再調伺書」

　　�9 � 8���.21 島根県の管轄となる
　　11 � 7���.27

� 9���.� 9
「郡区町村編制法」
「社寺取扱概則」（内務省達）

　　12 � 6���.28 「神社寺院及境外遙拝所等明細帳
書式」（内務省達）

＊宮地正人作成「宗教関係法令一覧」（『日本近代思想大系５　宗教と国家』岩波書店、1988年）等による
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一�

延
喜
式
神
名
帳
所
載
諸
国
大
小
之
神
社
現
存
之
分
ハ
勿
論
之
儀
衰
替
廃
絶
之
向
等

所
部
之
府
藩
県
ニ
テ
精
々
取
調
確
定
之
上
可
申
出
事

一�
式
外
ニ
テ
モ
大
社
之
分
且
即
今
府
藩
県
側
近
等
ニ
テ
崇
敬
之
神
社
ハ
是
又
可
申
出

事

と
さ
れ
、
ま
た
明
治
二
年
六
月
十
日
の
達
「
…
…
式
内
社
其
他
大
社
等
ヲ
録
上
セ
シ
ム
」

で
も
同
様
の
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る
。

一�

先
達
テ
布
告
有
之
候
延
喜
式
神
名
帳
ニ
所
載
諸
国
大
小
之
神
社
並
ニ
式
外
ニ
テ
モ

大
社
之
分
或
ハ
即
今
府
藩
県
側
近
ニ
テ
崇
敬
之
神
社
等
精
シ
ク
可
申
出
事

一
諸
国
神
社　

勅
願
所
ノ
分
由
緒
社
伝
御
奉
納
之
品
等
巨
細
取
調
可
差
出
事　

　

式
内
社
を
中
心
に
し
て
、「
大
社
」
や
「
府
藩
県
側
近
ニ
テ
崇
敬
之
神
社
」
の
詳
細
な

調
査
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
類
似
し
た
内
容
の
布
告
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
も
、
実
際
の
調
査
は
難
航
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

明
治
三
年
閏
十
月
二
十
八
日
の
太
政
官
布
告
「
大
小
神
社
ノ
規
則
ヲ
制
定
ス
ヘ
キ
ニ
由

リ
査
点
条
件
ヲ
定
ム
」
で
は
、
建
物
・
祭
神
・
勧
請
年
・
神
位
・
祭
日
・
社
地
・
勅
願

所
・
社
領
・
摂
社
末
社
・
社
中
職
名
等
、
詳
細
な
調
査
項
目
を
設
定
し
、
同
年
十
二
月
を

期
限
に
各
府
藩
県
に
報
告
を
求
め
て
い
る
。
期
限
内
に
提
出
で
き
た
府
藩
県
は
少
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
報
告
は
「
大
小
神
社
取
調
書
」
と
呼
ば
れ
て
、
最
終
的
に
は
か

な
り
の
数
が
提
出
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
提
出
さ
れ
た
原
本
は
焼
失
し
て
残
っ

て
い
な
い
た
め
、
そ
の
全
貌
は
不
明
で
あ
る（

４
）。

��

お
そ
ら
く
は
こ
れ
ら
一
連
の
実
態
調
査
の
結
果
を
も
ふ
ま
え
つ
つ
、
明
治
四
年
に
な
る

と
、
明
治
政
府
の
神
社
施
策
は
一
つ
の
画
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
四
月
四
日
制
定
の

「
戸
籍
法
」
に
基
づ
く
大
区
小
区
制
を
前
提
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
寺
請
制
度
に
代
わ
る

氏
子
調
を
創
設
す
る
た
め
に
、
新
た
な
神
社
制
度
が
模
索
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
ず

五
月
十
四
日
の
太
政
官
布
告
「
官
社
以
下
定
額
及
神
官
職
員
規
則
」
で
は
、
官
国
幣
社
の

「
官
社（

５
）」

以
外
に
「
府
藩
県
崇
敬
之
社
」
と
し
て
府
社
・
藩
社
・
県
社
、
さ
ら
に
「
郷
邑

産
土
神
」
と
し
て
郷
社
が
定
め
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
明
治
四
年
七
月
四
日
に
は
太
政
官

布
告
の
「
郷
社
定
則
」
が
示
さ
れ
、
そ
こ
で
は
郷
社
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。一�

郷
社
ハ
凡
戸
籍
一
区
ニ
一
社
ヲ
定
額
ト
ス
仮
令
ハ
二
十
ケ
村
ニ
テ
千
戸
許
ア
ル
一

郷
ニ
社
五
ケ
所
ア
リ
一
所
各
三
ケ
村
五
ケ
村
ヲ
氏
子
場
ト
ス
此
五
社
ノ
中
式
内
カ

或
ハ
従
前
ノ
社
格
ア
ル
カ
又
ハ
自
然
信
仰
ノ
帰
ス
ル
所
カ
凡
テ
最
首
ト
ナ
ル
ヘ
キ

社
ヲ
以
郷
社
ト
定
ム
ヘ
シ
余
ノ
四
社
ハ
郷
社
ノ
附
属
ト
シ
テ
是
ヲ
村
社
ト
ス
…
…

　

こ
こ
で
言
う
「
戸
籍
区
」
は
、「
戸
籍
法
」
で
指
定
さ
れ
た
地
区
単
位
で
あ
り
、
こ
の

「
戸
籍
区
」
毎
に
郷
社
が
一
社
と
、
そ
の
附
属
と
し
て
複
数
の
村
社
が
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。「
郷
社
定
則
」
が
布
告
さ
れ
た
同
じ
七
月
四
日
に
は
、
新
た
な
戸
籍
制
度
の

一
環
を
な
す
「
大
小
神
社
氏
子
調
」・「
大
小
神
社
神
官
守
札
差
出
方
心
得
」
も
示
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
明
治
五
年
一
月
に
神
祇
省
か
ら
布
達
さ
れ
た
「
府
県
郷
村
社
取
調
雛
形
」

に
基
づ
い
て
「
府
県
郷
村
社
区
別
調
」
が
各
府
県
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る（

６
）。

こ
れ
に

よ
り
、
地
域
社
会
の
な
か
に
所
在
す
る
神
社
の
、
郷
社
と
村
社
へ
の
格
付
け
が
行
な
わ
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
郷
社
制
度
の
も
と
で
の
神
社
の
再
編
は
「
神
社
改
正
」
と
呼

ば
れ
、
こ
う
し
て
数
カ
村
に
ま
た
が
っ
て
氏
子
を
も
つ
郷
社
と
各
村
に
所
在
す
る
村
社
と

い
う
新
た
な
枠
組
み
が
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
氏
子
調
に
よ
る
戸
籍
制
度
は
結
局
定
着
せ
ず
、
明
治
六
年
五
月
二
十
九
日

に
は
廃
止
さ
れ
る
。
郷
社
制
度
の
前
提
で
あ
っ
た
大
区
小
区
制
も
、
明
治
十
一
年
七
月

二
十
七
日
の
「
郡
区
町
村
編
制
法
」
の
制
定
に
よ
っ
て
消
滅
し
、
こ
の
結
果
、
官
国
幣
社

と
府
社
・
県
社
・
郷
社
・
村
社
と
い
う
神
社
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
だ
け
が
、
戸
籍
制
度
と
は

切
り
離
さ
れ
た
純
然
た
る
社
格
制
度
と
し
て
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
応
の
区
切
り

を
付
け
た
の
が
、
明
治
十
一
年
九
月
九
日
の
「
社
寺
取
扱
概
則
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
明

治
十
二
年
六
月
二
十
八
日
の
内
務
省
達
に
基
づ
く
「
神
社
明
細
帳
」
の
作
成
で
あ
っ
た
。

こ
れ
以
降
、
こ
の
「
神
社
明
細
帳
」
に
記
載
さ
れ
た
も
の
の
み
が
、「
神
社
」
と
し
て
公

認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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一
方
で
こ
の
時
期
、
隠
岐
島
の
所
属
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
を
遂
げ
る（

７
）。

江
戸
時
代
、

松
江
藩
の
預
地
で
あ
っ
た
隠
岐
島
で
は
、
慶
応
四
年
三
月
十
九
日
、
三
千
名
の
島
民
が
蹶

起
し
て
松
江
藩
の
郡
代
を
放
逐
し
、「
会
議
所
」
や
「
総
会
所
」
な
ど
の
自
治
組
織
を
設

け
る
（
い
わ
ゆ
る
「
隠
岐
騒
動
」）。
五
月
の
松
江
藩
に
よ
る
武
力
行
使
と
撤
退
を
挟
ん

で
、
十
一
月
に
は
鳥
取
藩
の
預
地
と
な
る
が
、
翌
明
治
二
年
二
月
、
隠
岐
県
が
設
置
さ
れ

る
。
知
県
事
は
真
木
直
人
（
一
八
二
一
―
一
九
〇
一
）、
勤
王
派
の
志
士
と
し
て
著
名
な

久
留
米
水
天
宮
祠
官
真
木
和
泉
の
実
弟
で
あ
っ
た
。
同
年
五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
は
、

松
江
藩
に
与
し
た
と
み
な
さ
れ
た
寺
院
に
対
す
る
廃
仏
毀
釈
が
激
化
す
る
。
そ
の
後
八
月

二
日
、
隠
岐
県
に
旧
銀
山
領
と
旧
浜
田
藩
領
を
併
せ
て
大
森
県
が
設
置
さ
れ
、
真
木
は
権

知
事
と
な
っ
て
大
森
に
移
る（

８
）。

明
治
三
年
一
月
の
浜
田
県
へ
の
改
称
を
経
て
、
隠
岐
島
は

明
治
四
年
十
二
月
か
ら
鳥
取
県
の
管
轄
と
な
る
が
、
最
終
的
に
明
治
九
年
八
月
に
島
根
県

の
管
轄
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
明
治
初
年
の
状
況
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、

『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
所
収
の
文
書
群
を
概
観
し
つ
つ
、
神
社
調
査
と
そ
の
帰
結
を
探
っ

て
み
よ
う
。

　

四 

『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
概
要
―
―
神
社
調
査
と
そ
の
帰
結

１
準
備
作
業

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
一
連
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
最
大
の
契
機
は
、
明
治
二
年

九
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
、
隠
岐
島
全
域
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
神
社
・
小
祠
の

悉
皆
踏
査
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
水
若
酢
神
社
宮
司
忌
部
正
弘
に
よ
る
次
の
よ
う

な
証
言
が
あ
る
。

明
治
二
年
己
巳
九
月
神
社
取
調
御
役
所
ヨ
リ
被
仰
付
億
岐
氏
松
浦
氏
共
三
人
両
島
小

社
迠
モ
不
残
取
調
神
体
等
モ
改
メ
仏
体
等
ハ
取
除
キ
明
細
ニ
検
査
イ
タ
シ
明
治
三
年

三
月
迠
ニ
相
済
ム（

９
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
廃
仏
毀
釈
の
動
き
が
一
段
落
し
た
明
治
二
年
九
月
、「
御
役
所
」
の

命
に
よ
っ
て
「
神
社
取
調
」
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
準
備
は
そ

れ
以
前
か
ら
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た

）
10
（

。

　

た
と
え
ば
（
１
）「
神
社
由
緒
劄
記
」『
後
』
は
、
総
社
（
玉
若
酢
命
神
社
）
所
蔵
の

「
神
名
帳
」
―
―
『
隠
州
視
聴
合
紀
』（
一
六
六
七
年
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
―
―
を

は
じ
め
と
し
て
、
隠
岐
国
の
式
内
社
や
周
吉
郡
所
在
の
神
社
、
さ
ら
に
は
諸
国
の
一
宮

や
二
十
二
社
等
に
関
し
て
、
億
岐
有
尚
が
ま
と
め
た
手
控
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
神
社
・

小
祠
踏
査
の
前
提
と
な
る
基
礎
知
識
を
整
理
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、

（
２
）（
３
）「
国
内
神
名
帳
」『
続
』
は
、（
１
）
所
収
の
「
神
名
帳
」
所
載
一
〇
八
社
に

さ
ら
に
八
社
を
加
え
て
、
神
社
・
小
祠
踏
査
の
基
本
台
帳
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

一
一
六
社
は
、
お
そ
ら
く
中
世
以
前
に
ま
で
遡
る
古
社
で
あ
り
、
こ
の
当
時
は
大
半
の
所

在
が
す
で
に
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
踏
査
の
目
的
の
一
つ
は
、「
国
内
神
名
帳
」
所

載
古
社
の
確
定
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。（
２
）
は
杉
舎
遅
翠
―
―
お
そ
ら
く

億
岐
有
尚
の
号
か
―
―
が
、
ま
た
（
３
）
は
楳
能
舎
興
長
＝
松
浦
十
郎
が
、
踏
査
前
に

「
謄
写
」
し
て
、
実
際
の
踏
査
結
果
を
書
き
込
ん
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る

）
11
（

。
さ
ら
に
（
７
）

「
宝
暦
七
年
両
嶋
神
社
書
上
帖
二
冊
合
綴

）
12
（

」『
正
』
も
、
島
後
で
の
踏
査
を
前
に
、
江
戸
時

代
の
隠
岐
国
の
神
社
書
上
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
踏
査
の
準
備
作
業
の

一
端
で
あ
っ
た
。

２
踏
査
の
実
際

　

さ
て
、
踏
査
の
実
際
は
さ
し
あ
た
っ
て
、（
４
）「
嶋
前
神
社
巡
察
日
記
」『
正
』、（
８
）

「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記 

上
」『
正
』、（
（1
）「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記 

中
」『
正
』、（
12
）「
嶋

後
神
社
巡
察
日
記 

下
」『
正
』
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
億
岐
有
尚
が
記
し
た

日
録
で
あ
り
、
村
々
の
公
文
宅
に
泊
り
な
が
ら
、
各
地
の
神
職
の
案
内
に
よ
る
踏
査
の
旅

程
を
辿
っ
て
、
小
祠
の
所
在
地
や
神
体
の
あ
り
さ
ま
な
ど
、
当
時
の
生
々
し
い
状
況
を
伝

え
て
い
る
。
と
り
わ
け
（
４
）
の
記
述
を
見
る
と
、
億
岐
た
ち
は
、
島
後
の
「
社
寺
方
」

や
「
裁
判
所
」
と
も
密
に
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
神
社
か
ら
「
仏
体
仏
器
」
を
除
去
す
る

指
示
ま
で
下
し
て
い
る
。
踏
査
の
今
一
つ
の
目
的
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
神
仏
分
離
の
徹
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底
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
当
時
の
生
々
し
い
状
況
描
写
は
さ
て
お
き
、
踏
査
の
直
接
の
結
果
は
、

（
５
）「
嶋
前
神
社
巡
察
録
」『
後
』、（
13
）「
島
後
諸
社
取
調
雑
録
」『
正
』、（
15
）「
嶋
後

神
社
巡
察
録
」『
後
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
（
５
）
と
（
15
）
で
は
、
大

社
・
中
社
・
小
社
・
小
祠
の
別
、
所
在
地
、
呼
称
、「
宮
守
」
な
い
し
は
「
里
中
」
等
の

祭
祀
主
体
、「
縁
日
」、
勧
請
の
由
来
、
氏
子
、
境
内
や
社
殿
の
様
子
、
こ
と
に
神
体
に
関

し
て
、
村
毎
に
詳
細
な
記
述
が
な
さ
れ
る
。
た
だ
、
前
者
で
は
島
前
全
一
三
ヶ
村
の
う
ち

宇
受
賀
村
と
福
井
村
の
記
載
を
欠
き
、
後
者
で
は
島
後
全
四
九
町
村
の
う
ち
二
六
村
分
の

記
載
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。

��

他
方
で
、
こ
の
「
神
社
取
調
」
中
に
億
岐
ら
が
「
社
寺
方
」
や
「
裁
判
所
」
と
の
あ

い
だ
に
交
わ
し
た
書
簡
の
控
え
や
調
査
の
覚
書
等
を
ま
と
め
た
も
の
が
（
６
）「
隠
岐
國

神
社
取
調
御
用
控
帳
」『
後
』
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
島
前
の
踏
査
中
に
隠
岐
県
が

廃
さ
れ
て
大
森
県
の
管
轄
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
通
知
や
、
あ
る
い
は
島
前
の

踏
査
が
終
了
し
た
段
階
で
の
検
討
事
項
の
報
告
等
も
含
ま
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
た
と

え
ば
「
一
仏
具
之
内
古
代
之
奉
納
経
文
等
珍
敷
品
者
如
何
所
置
可
仕
候
哉
之
事
」（『
後
』

一
三
八
頁
）
と
い
っ
た
文
言
に
は
、
単
な
る
廃
仏
一
辺
倒
で
は
な
い
、
億
岐
た
ち
の
柔
軟

な
一
面
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
表
紙
に
は
「
神
社
取
調
御
用
控
帳　

明
治
二
年

巳
九
月　

杉
舎
遅
翠
」
と
あ
る
が
、
踏
査
の
最
終
結
果
に
基
づ
く
神
社
の
合
計
数
や
、
明

治
六
年
の
「
再
調
」
に
関
す
る
記
載
も
見
ら
れ
、
お
そ
ら
く
は
億
岐
有
尚
が
踏
査
後
も
順

次
書
き
加
え
て
い
っ
た
「
控
帳
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

３
「
神
社
取
調
帳
」
と
「
旧
社
取
調
帳
」

　

さ
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
踏
査
結
果
の
、
一
応
の
報
告
と
な
る
の
が
、（
９
）「
嶋
前
神
社

取
調
帳
」『
続
』
と
（
（0
）「
島
前
旧
社
取
調
帳
」『
正
』（
明
治
二
年
十
二
月
）、
な
ら
び

に
（
16
）「
嶋
後
神
社
取
調
帳

）
（1
（

」『
続
』
と
（
17
）「
島
後
旧
社
取
調
帳
」『
正
』（
明
治
三

年
四
月
）
で
あ
っ
た
。「
神
社
取
調
帳
」
と
「
旧
社
取
調
帳
」
両
者
の
性
格
は
、（
10
）
の

末
尾
に
置
か
れ
た
以
下
の
記
述
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　

覚
島
前
神
社
取
調
帳　

一
冊

　

是
ハ
諸
社
不
残
書
記
タ
ル
帳
な
り

島
前
旧
社
取
調
帳　

一
冊

　

右
二
冊　

袋
入

��明
治
二
年
巳
十
二
月
十
八
日

　

大
森
県
出
張
所
大
属
山
根
春
造
殿
江
差
出
し

　
　

国
造
隠
岐
臣�

有
尚
（
花
押
）（『
正
』
一
三
二
頁
）

　

す
な
わ
ち
こ
こ
で
の
「
神
社
取
調
帳
」
は
、（
５
）
や
（
15
）
の
「
巡
察
録
」
の
詳
細

な
記
述
を
簡
潔
に
ま
と
め
、
す
べ
て
の
社
の
所
在
地
、
呼
称
、
神
体
、
大
社
・
中
社
・
小

社
・
小
祠
の
別
、
祭
祀
主
体
（「
宮
守
」・「
村
持
」・「
村
中
」・「
神
主
」
等
）、
氏
子
を
挙

げ
、
さ
ら
に
「
○
旧
社
」・「
△
依
旧
」・「
□
合
祀
」・「
ヿ
廃
社
」・「
無
印
御
伺
」
の
五
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
、
村
毎
に
そ
の
数
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、（
９
）
の
末

尾
で
は
「
惣
計
三
百
拾
社��

但
書
上
社
百
二
十
八
社　

内　

○
四
十
一
社　

△
七
十
三
社　

□
三
十
社　

ヿ
百
五
十
八
社　

御
伺
八
社
」（『
続
』
21
）、
ま
た
（
16
）
の
末
尾
で
は

「
惣
計
六
百
六
十
三
社　

但
書
上
社
弐
百
九
十
社　

内　

○
七
十
四
社　

△
百
五
社　

□

九
十
五
社　

ヿ
三
百
八
十
社　

御
伺
九
社
」（『
続
』
48
）
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
を
要
す

る
に
、
島
前
で
は
神
職
等
に
よ
る
書
上
か
ら
把
握
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
は
一
二
八
社
で
あ
っ

た
も
の
が
、
踏
査
の
結
果
総
計
三
一
〇
社
に
上
り
、
そ
の
う
ち
の
過
半
に
あ
た
る
一
五
八

社
の
廃
社
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
様
に
島
後
で
は
書
上
か
ら
把
握
さ
れ
る
の
は
二
九
〇

社
で
あ
っ
た
も
の
が
、
総
計
六
六
三
社
に
上
り
、
こ
ち
ら
も
過
半
を
上
回
る
三
八
〇
社
の

廃
社
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
悉
皆
踏
査
の
現
状
把
握
に
基
づ
く
か
な
り
過
激
な

神
社
整
理
の
提
案
と
言
え
よ
う
。
そ
の
記
述
は
、
隠
岐
島
に
お
け
る
以
後
の
一
連
の
神
社

整
理
の
基
礎
資
料
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
「
旧
社
取
調
帳
」
は
、「
旧
社
」
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。（
（0
）「
島
前
旧
社
取
調
帳
」
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
旧
社
」
の
規
定
は
次
の
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通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

旧
社
取
調
之
事

一
、
国
内
神
名
帳
ニ
所
載
の
一
百
十
六
社
を
旧
社
と
相
定
申
候
事

一
、�

旧
社
之
内
所
在
慥
ニ
相
知
居
候
茂
有
之
、
又
今
般
取
調
之
上
相
分
リ
候
茂
有
之

申
候
事

一
、�

地
名
等
之
懸
り
有
之
分
ハ
押
当
を
以
、
考
定
候
得
共
、
更
に
因
拠
無
之
分
者

村
々
ニ
於
て
大
社
或
者
其
村
其
里
之
産
神
と
崇
敬
い
た
し
来
候
社
と
合
祭
ニ
仕

候
事
（『
正
』
一
一
三
頁
）

　

す
な
わ
ち
「
旧
社
」
と
は
、
本
節
の
１
で
見
た
「
国
内
神
名
帳
」
所
載
の
一
一
六
社

を
指
す
の
で
あ
る
が
、
所
在
不
明
の
も
の
が
多
い
の
で
、
地
名
等
か
ら
「
押
当
」、
ま
た

「
因
拠
無
之
分
」
は
各
村
の
「
大
社
」
な
い
し
「
産
神
」
と
覚
し
き
社
に
「
合
祭
」
し
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
島
前
で
は
四
一
社

）
14
（

、
島
後
で
は
七
四
社
の
「
旧
社
」
が
記

載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表
例
と
し
て
水
若
酢
神
社
と
玉
若
酢
命
神

社
の
記
述
を
、（
17
）「
島
後
旧
社
取
調
帳
」『
正
』
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

　
　

一
宮
村

　

一
宮
大
明
神　
　

神
主　

一
宮
大
宮
司

人
家
よ
り
三
四
丁
許
も
隔
て
社
地
広
く
大
松
並
立
て
清
々
し
き
杜
な
り
、
大
社
ニ
て

拝
殿
随
神
門
参
籠
所
等
あ
り
、
五
箇
ノ
庄
の
惣
社
な
り
、
社
の
さ
ま
の
神
々
し
さ
両

島
ニ
た
ぐ
ひ
な
し
、
社
領
高
十
石
御
免
除
地
八
畝
造
営
五
箇
十
一
ヶ
村
懸
り
、
棟
札

ハ
明
応
年
中
也
、
御
神
体
内
殿
二
座
何
れ
も
御
長
二
尺
位
ノ
座
像
古
作
に
て
尊
き
御

像
也
、
又
七
寸
許
な
る
石
体
も
あ
り
、
質
も
色
も
異
な
る
石
な
り
、
又
外
殿
ニ
冠
袍

の
像
二
座
あ
り
、
続
日
本
後
紀
ニ
云
承
和
九
年
九
月
乙
巳
隠
岐
国
穏
地
郡
水
若
咋
命

預
名
神
と
云
々
咋
酢
字
の
形
よ
く
似
た
れ
ハ
写
し
誤
れ
る
な
る
べ
し
式
に
穏
地
郡
水

若
酢
命
ノ
神
社
名
神
大
と
あ
り
て
、
即
此
社
な
る
こ
と
昔
よ
り
定
か
に
し
ら
れ
て
論

も
な
し
さ
る
を
国
内
神
名
帳
ニ
水
若
酢
明
神
を
都
万
院
ニ
載
せ
た
る
は
い
か
な
る
由

に
か
今
考
へ
得
ず
、
此
例
外
ニ
も
あ
り
（『
正
』
一
四
一
頁
以
下
）

　

惣
社
村

總
社
大
明
神　
　

神
主　

總
社
国
造

里
中
ニ
在
、
社
地
広
く
杜
大
也
、
諸
木
生
茂
れ
り
、
中
に
も
杉
の
大
木
周
り
八
尋
許
両

島
に
類
な
き
木
也
、
大
社
ニ
て
拝
殿
、
玉
垣
、
随
神
門
、
参
籠
所
等
あ
り
御
神
体
中
央

秘
筥
也
、
長
一
尺
七
寸
位
、
幅
一
尺
三
寸
位
厚
サ
一
尺
位
、
昔
よ
り
開
き
し
事
な
し
と

い
へ
り
、
さ
れ
ど
社
司
の
年
六
十
以
上
ニ
も
な
ら
ハ
百
日
の
潔
斎
し
て
開
く
べ
し
と
申

伝
た
り
、
又
一
尺
三
寸
位
な
る
冠
袍
ノ
座
像
一
座
古
作
也
、
左
に
八
寸
位
な
る
冠
袍
ノ

男
神
一
座
、
女
神
一
座
、
是
を
須
佐
之
男
命
、
稲
田
比
賣
命
也
と
申
伝
た
り
、
右
ニ
狩

衣
の
男
神
一
座
女
神
一
座
何
れ
も
九
寸
位
の
立
像
也
、
是
を
須
勢
理
毘
賣
命
事
代
主
命

也
と
い
へ
り
、
又
一
尺
三
寸
位
ノ
神
鏡
一
面
あ
り
、
神
宝
ハ
駅
路
鈴
二
口
方
二
寸
許
の

鋳
印
一
面
禁
裏
よ
り
拝
領
ノ
辛

（
マ
マ
）櫃

一
口
、
黄
金
一
枚
此
外
懐
紙
類
奇
石
類
等
数
品
あ

り
、
社
領
高
十
石
御
免
除
地
国
造
江
八
畝
、
祢
宜
江
三
畝
、
祠
官
江
二
畝
合
て
一
反
三

畝
あ
り
、
新
造
営
は
両
郡
四
十
九
ヶ
村
懸
り
、
修
覆
は
両
郡
よ
り
米
五
石
出
し
、
其
余

の
入
費
ハ
周
吉
郡
の
内
廿
六
ヶ
村
に
て
償
ふ
旧
例
也
、
棟
札
ハ
正
和
元
年
建
立
と
あ

り
、
式
ニ
周
吉
郡
玉
若
酢
命
神
社
と
あ
る
是
な
り
、
国
内
神
名
帳
に
も
玉
若
酢
大
明
神

と
あ
り
、
今
も
世
人
の
さ
や
う
に
も
称
へ
奉
る
也
、
さ
る
を
總
社
大
明
神
と
い
へ
ハ
一

国
の
総
社
な
る
由
の
名
な
る
か
ら
是
を
た
け
き
こ
と
ニ
お
も
ひ
て
中
比
よ
り
常
に
惣

社
と
の
み
称
へ
し
な
る
べ
し
、
さ
て
終
ニ
村
の
名
に
さ
へ
お
ほ
せ
し
な
ら
ん
（『
正
』

一
六
二
頁
以
下
）

　

踏
査
に
当
っ
た
忌
部
正
弘
や
億
岐
有
尚
が
、
み
ず
か
ら
勤
め
る
神
社
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
て
い
た
か
が
窺
え
て
興
味
深
い
が
、
水
若
酢
神
社
や
玉
若
酢
命
神
社
の
よ
う
に

由
緒
あ
る
神
社
で
も
、
神
体
と
し
て
多
数
の
神
像
が
安
置
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
当
然

で
あ
る
よ
う
な
筆
致
は
、
現
在
か
ら
見
る
と
か
な
り
奇
異
に
も
映
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
い
ず
れ
に
せ
よ
、
神
仏
分
離
の
徹
底
と
「
国
内
神
名
帳
」
所
載
古
社

の
確
定
と
い
う
、
明
治
初
年
隠
岐
島
神
社
調
査
の
当
初
の
目
的
は
、
神
社
整
理
の
基
礎
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資
料
と
し
て
の
「
神
社
取
調
帳
」
と
「
旧
社
取
調
帳
」
―
―
「
旧
社
」
の
比
定
に
は
か
な

り
の
推
測
が
含
ま
れ
て
い
た
に
し
て
も
―
―
の
「
御
役
所
」
へ
の
提
出
と
い
う
形
で
、
明

治
二
年
の
年
末
か
ら
翌
三
年
の
四
月
に
か
け
て
、
一
応
の
達
成
を
見
た
と
言
え
よ
う
。

４
ふ
た
た
び
の
「
神
社
取
調
帳
」

　

け
れ
ど
も
明
治
三
年
十
月
に
な
る
と
、
新
た
な
局
面
が
訪
れ
る
。
ま
ず
注
目
し
た
い
の

は
、（
18
）「
神
社
取
調
覚
」『
後
』
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
隠
岐
島
は
浜
田
県
の
管
轄
下

に
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
覚
」
は
、
神
祇
官
か
ら
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
た
「
式
内
神
社
大

社
其
外
側
近
崇
敬
之
社
等
届
出
」
に
関
し
て
、
浜
田
県
の
「
本
庁
庶
務
課
」
と
の
あ
い
だ

で
十
月
か
ら
閏
十
月
に
か
け
て
交
わ
さ
れ
た
や
り
と
り
の
写
し
で
あ
る
。
神
祇
官
の
要
請

が
い
つ
の
時
点
の
も
の
な
の
か
は
判
明
で
は
な
い
が

）
15
（

、
石
見
の
神
職
三
浦
正
道

）
16
（

の
意
見
に

よ
れ
ば
、
隠
岐
国
で
は
式
内
社
一
五
社
（
一
六
座
）
以
外
に
「
大
社
」
と
し
て
五
四
社
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
石
見
ノ
大
国
」
で
は
全
部
で
六
三
社
し
か
挙
げ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
同
じ
県
の
報
告
と
し
て
い
さ
さ
か
均
衡
を
欠
く
内
容
で
は
な
い
か
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
松
浦
興
長
（
十
郎
）・
忌
部
正
弘
・
億
岐
有
尚
三
名
の
連
署

で
、
隠
岐
島
に
お
け
る
「
神
社
取
調
」
が
、
そ
も
そ
も
「
国
内
神
名
帳
」
所
載
の
「
旧

社
」
の
確
定
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
「
大
社
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
、
三
浦
の
解
す
る
「
大
社
」
と
は
異
な
っ
て
い
た
等
の
弁
明
が
な
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も

結
局
、
式
内
社
一
五
社
以
外
の
「
式
外
大
社
」
と
し
て
は
、
美
田
村
の
「
焼
火
社
」、
都

万
村
の
「
高
田
大
明
神
」、
元
屋
村
の
「
八
王
子
社
」、
ま
た
「
隠
岐
国
府
側
近
崇
敬
之

社
」
と
し
て
八
尾
村
の
「
國
府
尾
八
幡
宮
」
の
都
合
四
社
の
み
が
再
提
示
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
選
定
を
受
け
て
書
き
出
さ
れ
た
の
が
、（
19
）「
嶋
前
神
社
取
調
帳
」『
正
』
と

（
20
）「
嶋
後
神
社
取
調
帳
」『
正
』
で
あ
っ
た
。
両
者
は
前
出
の
（
９
）
な
ら
び
に
（
16
）

と
同
名
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。（
９
）
と
（
16
）
が
、
悉
皆

踏
査
に
基
づ
い
て
各
村
の
小
祠
に
至
る
ま
で
も
れ
な
く
記
述
し
た
報
告
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、（
19
）
と
（
20
）
は
、（
18
）
の
書
簡
で
選
定
さ
れ
た
一
九
社
を
、
島
前
、
島
後
そ
れ

ぞ
れ
に
ま
と
め
、
さ
ら
に
小
論
の
三
節
で
触
れ
た
、
明
治
三
年
閏
十
月
二
十
八
日
の
太
政

官
布
告
の
様
式
に
準
ず
る
形
で
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
前
出
の
「
神

社
取
調
帳
」
は
、
あ
る
意
味
で
は
隠
岐
国
独
自
の
観
点
か
ら
書
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
ふ
た
た
び
の
「
神
社
取
調
帳
」
は
、
明
治
政
府
の
神
社
施
策
に
直
接
沿
う
形
で
、

「
式
内
神
社
大
社
其
外
側
近
崇
敬
之
社
」
を
、
太
政
官
布
告
へ
の
回
答
と
し
て
書
き
出
す

も
の
で
あ
っ
た
。
両
者
の
成
立
は
わ
ず
か
半
年
を
隔
て
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
内
実
の

隔
た
り
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
そ
れ
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
神
社
施
策
の
地
方
へ
の
浸
透

を
鮮
や
か
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

５
「
森
神
」
を
め
ぐ
っ
て

　

郷
社
制
度
が
定
め
ら
れ
た
直
後
の
明
治
四
年
七
月
二
十
八
日
に
は
、
億
岐
有
尚
が
、

（
21
）「
隠
岐
両
嶋
神
社
区
別
帳
」『
後
』
を
浜
田
県
に
提
出
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は

そ
の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

　
　
　

本
県
ヨ
リ
到
来
雛
形
之
写

社　

数

　
　

内

　

大
社　
　

何
所

　

摂
社　
　

何
所

　

末
社　
　

何
所

　

小
社　
　

何
所

　

森
神　
　

何
所

右
先
般
当
所
調
合
之
雛
形
送
候
後
右
之
通
相
改
候
ニ
付
御
再
調
有
之
度
尤
式
内
外
崇

敬
社
ト
別
段
顕
ス
ニ
不
及
候
事

右
之
通
七
月
廿
三
日
庶
務
掛
ゟ
申
来
リ
翌
日
出
府
取
調
致
ス
尤
森
神
者
急
速
ノ
間

ニ
合
不
申
旨
演
説
候
処
此
分
者
除
置
可
然
様
村
上
史
生
ゟ
談
判
有
之
ニ
付
任
其
意

同
廿
七
日
迠
ニ
左
之
通
抄
出
い
た
し
即
雛
形
之
通
認
差
出
候
（『
後
』
九
四
頁
）

　

浜
田
県
の
庶
務
係
か
ら
、
以
前
送
付
し
た
雛
形
が
変
更
に
な
っ
た
の
で
、
新
し
い
雛
形



− 49 −

明治初年隠岐島神社調査とその帰結 ―『隠岐國神社秘録』再構成の試み ―

に
よ
っ
て
改
め
て
報
告
せ
よ
と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
変
更
点
は
「
小
社
」
と
「
森

神
」
の
項
目
の
追
加
で
あ
っ
た
。「
森
神
」
に
関
し
て
は
急
な
こ
と
で
間
に
合
わ
な
い
と

し
て
こ
れ
を
「
除
置
」
き
、
所
在
地
名
と
社
名
と
を
村
毎
に
簡
潔
に
書
き
上
げ
、「
小
社
」

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
対
応
し
て
急
遽
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
実
は
こ
の
変
更

は
、
石
見
部
に
お
け
る
神
社
調
査
の
動
き
と
連
動
し
て
い
る
。

　

註
（
３
）
で
も
触
れ
た
が
、
旧
津
和
野
藩
領
―
―
津
和
野
藩
は
明
治
四
年
六
月
二
十
五

日
に
浜
田
県
に
編
入
さ
れ
て
い
る
―
―
を
除
く
石
見
部
で
は
、
明
治
三
年
閏
十
月
二
十
八

日
の
太
政
官
布
告
に
基
づ
い
て
、
浜
田
の
国
学
者
藤
井
宗
雄
（
一
八
二
三
―
一
九
〇
六
）

を
中
心
に
独
自
の
神
社
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。
藤
井
の
『
自
記
年
表

）
17
（

』
に
よ
れ
ば
、
彼

は
明
治
三
年
十
一
月
十
二
日
に
「
管
内
大
小
ノ
神
社
取
調
方
ヲ
申
付
ラ
レ
」、
翌
明
治
四

年
十
一
月
二
十
日
に
「
神
社
明
細
帳
十
五
冊
」「
神
社
総
括
書
上
一
冊
」
等
の
報
告
を
提

出
し
て
い
る

）
（1
（

。
藤
井
は
み
ず
か
ら
踏
査
に
赴
く
と
と
も
に
、
詳
細
な
雛
形
を
作
成
し
て

）
19
（

各

村
か
ら
書
上
を
提
出
さ
せ
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
、
太
政
官
布
告
に
基
づ
く
項
目
に
加
え
て

「
小
社
」
と
「
森
神
」
の
項
目
を
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
見
て
も
、
浜
田
県

に
よ
る
雛
形
の
変
更
は
、
藤
井
の
新
方
針
を
反
映
す
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
森
神
」
と
は
要
す
る
に
、
山
野
に
所
在
す
る
樹
木
や
叢
林
に
祀
ら
れ
た
神
々
の
総
称

で
あ
り
、
津
和
野
藩
の
国
学
者
岡
熊
臣
（
一
七
八
三
―
一
八
五
一
）
の
著
作
で
用
い
ら
れ

て
い
た
も
の
を
、
藤
井
宗
雄
が
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る

）
20
（

。
後
に
民
俗
学
者
の
直
江
広
治

が
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
を
学
術
タ
ー
ム
と
し
て
用
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が

）
21
（

、
少
な

く
と
も
明
治
三
年
の
時
点
で
は
、
億
岐
た
ち
に
は
未
知
の
言
葉
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
明
治
初
年
の
神
社
調
査
の
記
録
が
豊
富
に
残

さ
れ
て
い
る
隠
岐
と
石
見
の
具
体
的
な
接
点
を
示
す
ケ
ー
ス
と
し
て
、
こ
の
「
森
神
」
概

念
を
め
ぐ
る
対
応
は
意
義
深
い
。「
浜
田
県
」
と
い
う
同
じ
行
政
区
分
の
な
か
で
、
ほ
ぼ

同
時
期
に
展
開
さ
れ
て
い
た
藤
井
た
ち
の
試
み
と
億
岐
た
ち
の
試
み
を
比
較
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
明
治
初
年
の
日
本
に
お
け
る
神
祇
概
念
の
具
体
相
を
考
察
す
る
糸
口
が
つ
か
め

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

）
22
（

。

６
隠
岐
島
に
お
け
る
「
神
社
改
正
」

　

さ
て
、『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
文
書
群
も
、
明
治
五
年
に
最
後
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。
明
治
五
年
一
月
の
神
祇
省
布
達
「
府
県
郷
村
社
取
調
雛
形
」
に
準
ず
る
形

で
、（
22
）「
隠
岐
両
島
郷
村
社
新
区
別
帳
」『
後
』
が
作
成
さ
れ
る

）
23
（

。
こ
れ
は
、
各
区
毎

に
郷
社
・
村
社
・
摂
社

）
24
（

を
定
め
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
の
社
名
を
全
面
的
に
改
め
―
―
た
と

え
ば
神
仏
習
合
的
な
色
彩
の
濃
い
呼
称
で
あ
る
権
現
・
明
神
号
を
除
去
し
、
牛
頭
天
王
や

妙
見
等
仏
教
的
色
彩
の
神
名
を
変
更
し
た
り
す
る
―
―
、
所
在
地
、
旧
社
名
と
併
せ
て
、

担
当
神
職
毎
に
ま
と
め
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

島
後
神
社
取
調
惣
計

　
　

六
百
六
十
三
社

島
前
同　

　
　

三
百
拾
社

合
計
九
百
七
十
三
社
ノ
処

鳥
取
県
ヨ
リ
取
調
定
済
ノ
上

島
後
分　
　

百
四
十
八
［
九
］
社
ニ
ナ
リ

島
前
分　
　

六
十
一
社
ニ
ナ
ル

合
計　
　
　

弐
百
九
［
十
］
社
ニ
減
少
ス

）
25
（

（『
後
』
一
二
九
頁
）

＊
［　

］
内
は
正
し
い
数
字
を
示
す
。

　

島
後
六
六
三
、
島
前
三
一
〇
、
合
計
九
七
三
社
は
、
す
で
に
（
16
）「
嶋
後
神
社
取
調

帳
」『
続
』
と
（
９
）「
嶋
前
神
社
取
調
帳
」『
続
』
に
見
え
た
数
で
あ
り
、
明
治
二
年
か

ら
三
年
に
か
け
て
の
神
社
調
査
の
結
果
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ
て
い
る
。
郷
社
制
度
の

「
神
社
改
正
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
最
終
的
に
二
一
〇
社
の
「
神
社
」
に
整
理
さ
れ
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
付
随
し
て
（
23
）「
両
嶋
神
社
改
号
帳
」『
正
』
で
は
、

（
22
）
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
小
祠
の
う
ち
で
改
称
し
た
も
の
を
網
羅
し
―
―
島
前

四
五
社
、
島
後
四
八
社

）
26
（

―
―
、
ま
た
（
24
）「
両
嶋
廃
社
伺
帳
」『
正
』
は
、
同
様
に
主
に

仏
教
系
の
小
祠
―
―
島
前
一
三
社
、
島
後
五
六
社
―
―
の
廃
止
処
分
を
提
案
し
て
い
る

）
27
（

。

　

こ
の
よ
う
な
「
神
社
改
正
」
の
、
鳥
取
県
―
―
明
治
四
年
の
年
末
に
浜
田
県
か
ら
管
轄
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が
変
わ
っ
て
い
た
―
―
へ
の
最
終
的
な
報
告
が
、（
25
）「
隠
岐
国
神
社
御
改
正
帳
」『
正
』

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、（
22
）「
隠
岐
両
島
郷
村
社
新
区
別
帳
」『
後
』
か
ら
担
当
神
職
名

の
記
載
を
除
き
、
村
毎
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
（
25
）
に
基
づ
い
て
、

明
治
五
年
十
月
、（
26
）「
郷
村
社
新
規
則

）
 1
（

」『
正
』
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

前
半
は
、
郷
社
の
「
祠
官
」
と
村
社
の
「
祠
掌
」
と
が
遵
守
す
べ
き
祭
祀
の
規
範
を
「
社

寺
方
」
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
原
本
の
「
忌
部
」
239
を
見
る
と
後
半
は
筆
跡
が
変
わ

り
、
国
幣
社
・
県
社
・
郷
社
・
摂
社
に
お
け
る
神
職
の
規
定
や
、（
25
）「
隠
岐
国
神
社
御

改
正
帳
」『
正
』
に
関
す
る
神
職
向
け
の
解
説
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
（
26
）「
郷
村
社
新
規
則
」
で
は
、
隠
岐
島
の
神
社
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
総
括

さ
れ
て
い
た
。

隠
岐
国
改
正
現
在
神
社
惣
計
弐
百
拾
壱
社

）
29
（

　
　
　

�

内
氏
神
［
百
］
弐
拾
八
社　
　

氏
子
有
之
分

　
　
　
　

�

此
内
ニ
而

　
　
　
　

�

水
若
酢
神
社　
　
　
　

穏
地
郡
一
宮
村

　
　
　
　

�

玉
若
酢
神
社　
　
　
　

周
吉
郡
惣
社
村

　
　
　
　
　

�

県
社
ニ
而
茂
百
拾
弐
区
之
郷
社
ヲ
兼
ヌ

　

�

第
百
八
区
之
郷
社

　
　
　
　

�

由
良
比
女
神
社　
　
　

知
夫
郡
浦
郷
村

� 

［
第
百
九
区
之
郷
社
］

　
　
　
　

�

宇
受
賀
命
神
社　
　
　

海
士
郡
宇
受
賀
村

　

�

第
百
拾
区
之
郷
社

　

�　
　
　

伊
勢
命
神
社　
　
　
　

穏
地
郡
久
見
村

　
　
　
　
　

�

水
若
酢
神
社
モ
同
区
内
ナ
レ
ト
モ
国
幣
社
ハ
別
格
社
也

　

�

第
百
拾
一
区
之
郷
社

　
　
　

�　

水
祖
神
社　
　
　
　
　

周
吉
郡
八
尾
村

　

�

右
六
社
ヲ
除
之
外

　

�

氏
神
之
分
百
弐
拾
弐
社
ヲ
村
社
ト
ス

�　

無
氏
子
八
拾
三
社
ヲ　

摂
社
ト
ス
（『
正
』
二
二
七
頁
以
下
）

＊
［　

］
内
は
欠
落
部
分
を
補
っ
て
い
る
。

　

明
治
六
年
三
月
の
（
27
）「
両
嶋
神
社
再
調
伺
書
」『
正
』
に
よ
る
修
正

）
30
（

は
あ
る
も
の

の
、
右
に
挙
げ
た
総
括
が
、
明
治
二
年
以
降
の
隠
岐
島
に
お
け
る
神
社
調
査
と
、
そ
れ
に

続
く
神
社
整
理
の
一
連
の
取
り
組
み
の
、
最
終
的
な
帰
結
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

お
わ
り
に

��

以
上
で
、『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
の
全
貌
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以

下
、
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

��

お
そ
ら
く
は
明
治
二
年
五
月
に
隠
岐
県
か
ら
命
じ
ら
れ
て
、
億
岐
有
尚
・
忌
部
正
弘
・

松
浦
十
郎
の
三
名
が
、
島
前
、
島
後
の
神
社
・
小
祠
の
悉
皆
調
査
を
、
明
治
二
年
九
月
か

ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
実
施
す
る
。（
１
）「
神
社
由
緒
劄
記
」『
後
』、（
２
）（
３
）「
国

内
神
名
帳
」『
続
』、
さ
ら
に
（
７
）「
宝
暦
七
年
両
嶋
神
社
書
上
帖
二
冊
合
綴
」『
正
』

は
、
こ
の
調
査
の
た
め
に
、
以
前
か
ら
の
資
料
を
ま
と
め
た
り
書
写
し
た
準
備
作
業
の
所

産
で
あ
っ
た
。
調
査
の
具
体
的
な
状
況
は
、（
４
）「
嶋
前
神
社
巡
察
日
記
」『
正
』、（
８
）

「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記 

上
」『
正
』、（
11
）「
嶋
後
神
社
巡
察
日
記 

中
」『
正
』、（
12
）「
嶋

後
神
社
巡
察
日
記 

下
」『
正
』
の
日
録
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
調
査

の
直
接
の
成
果
は
、（
５
）「
嶋
前
神
社
巡
察
録
」『
後
』、（
13
）「
島
後
諸
社
取
調
雑
録
」

『
正
』、（
15
）「
嶋
後
神
社
巡
察
録
」『
後
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
中
の

書
簡
や
覚
書
を
ま
と
め
た
も
の
が
（
６
）「
隠
岐
國
神
社
取
調
御
用
控
帳
」『
後
』
で
あ

る
。

　

こ
の
神
社
調
査
に
基
づ
く
報
告
が
、
明
治
二
年
十
二
月
大
森
県
提
出
の
（
９
）「
嶋
前
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神
社
取
調
帳
」『
続
』
と
（
10
）「
島
前
旧
社
取
調
帳
」『
正
』、
な
ら
び
に
明
治
三
年
四

月
浜
田
県
提
出
の
（
16
）「
嶋
後
神
社
取
調
帳
」『
続
』
と
（
17
）「
島
後
旧
社
取
調
帳
」

『
正
』
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
「
神
社
取
調
帳
」
で
は
、
島
前
三
一
〇
、
島
後
六
六
三
、

合
計
九
七
三
社
の
神
社
・
小
祠
が
網
羅
さ
れ
、「
旧
社
取
調
帳
」
で
は
、
島
前
四
一
、
島

後
七
四
、
合
計
一
一
五
社
の
「
旧
社
」
＝
「
国
内
神
名
帳
」
所
載
古
社
の
状
況
が
詳
述
さ

れ
る
。

　

明
治
三
年
十
月
に
は
、
浜
田
県
本
庁
と
の
書
面
の
や
り
と
り
―
―
（
18
）「
神
社
取
調

覚
」『
後
』
所
収
―
―
を
通
じ
て
、
隠
岐
全
体
の
式
内
社
な
ら
び
に
こ
れ
に
準
ず
る
「
大

社
」
一
九
社
が
選
定
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
明
治
三
年
閏
十
月
二
十
八
日
の
太
政
官

布
告
へ
の
回
答
と
し
て
、（
（9
）「
嶋
前
神
社
取
調
帳
」『
正
』
と
（
20
）「
嶋
後
神
社
取
調

帳
」『
正
』
が
作
成
さ
れ
る
。

��

明
治
四
年
七
月
に
は
、
浜
田
県
か
ら
示
さ
れ
た
新
た
な
「
雛
形
」
―
―
「
小
社
」「
森

神
」
の
項
目
が
付
加
さ
れ
た
―
―
に
基
づ
い
て
、（
21
）「
隠
岐
両
嶋
神
社
区
別
帳
」『
後
』

が
作
成
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
藤
井
宗
雄
に
よ
る
石
見
部
で
の
神
社
調
査
と
の
接
点
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

明
治
五
年
に
な
る
と
、
前
年
に
開
始
さ
れ
た
「
神
社
改
正
」
＝
郷
社
制
度
に
対
応
す
べ

く
、
一
連
の
文
書
が
作
成
さ
れ
る
。
各
区
の
郷
社
と
村
社
を
定
め
た
（
22
）「
隠
岐
両
島

郷
村
社
新
区
別
帳
」『
後
』
が
そ
の
中
心
だ
が
、
こ
れ
に
付
随
し
て
、
残
さ
れ
た
小
祠
に

係
る
（
23
）「
両
嶋
神
社
改
号
帳
」『
正
』
と
（
24
）「
両
嶋
廃
社
伺
帳
」『
正
』
も
作
成
さ

れ
た
。
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
鳥
取
県
に
提
出
さ
れ
た
報
告
が
、（
25
）「
隠
岐
国
神
社
御
改

正
帳
」『
正
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
初
の
神
社
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
た
九
七
三

社
の
う
ち
、
国
幣
中
社
一
、
県
社
一
、
郷
社
四
、
村
社
一
二
二
、
摂
社
八
三
、
合
計

二
一
一
社
の
社
格
が
確
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
明
治
五
年
十
月
に
は
、（
26
）「
郷

村
社
新
規
則
」『
正
』
が
制
定
さ
れ
、
明
治
六
年
三
月
の
（
27
）「
両
嶋
神
社
再
調
伺
書
」

『
正
』
に
よ
る
修
正
は
あ
る
も
の
の
、
明
治
二
年
の
神
社
調
査
以
来
の
一
連
の
取
り
組
み

に
、
一
応
の
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』
所
収
の
資
料
を
年
代
順
に
読
み
解
く
こ
と
に
よ
っ

て
、「
国
内
神
名
帳
」
所
載
古
社
の
確
定
と
神
仏
分
離
の
貫
徹
を
め
ざ
し
て
企
画
さ
れ
た

神
社
・
小
祠
の
悉
皆
踏
査
に
始
ま
り
、
そ
の
後
の
明
治
政
府
に
よ
る
神
社
施
策
に
そ
の
都

度
対
応
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
「
神
社
改
正
」
に
よ
り
、
画
一
的
な
郷
社
制
度
＝
近
代

の
社
格
制
度
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
い
く
、
隠
岐
島
に
お
け
る
一
連
の
過
程
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
過
程
を
さ
ら
に
解
明
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
デ
ィ
テ
ー
ル

を
詰
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
個
々
の
神
社
・
小
祠
の
変
遷
の
具
体
的
な
分
析
や
、

関
連
す
る
県
レ
ベ
ル
で
の
公
文
書
の
探
索
と
関
連
づ
け
と
い
っ
た
、
地
道
な
作
業
を
積
み

重
ね
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
小
論
が
、
そ
の
よ
う
な
将
来
の
作
業
に
向
け
て
の

一
里
塚
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
１
）�

松
浦
康
麿
「
島
前
村
々
神
名
記　

両
嶋
神
社
書
上
帖
」『
島
前
の
文
化
財
』
九
、一
九
七
九
年
、

五
八
頁
。『
隠
岐
國
神
社
秘
録
』『
正
』、
九
八
頁
も
参
照
の
こ
と
。

（
２
）�（
13
）
と
（
14
）
が
同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
す
が
に
曽
根
も
気
付
い
た
よ
う
で
、『
後
』
末
尾

に
収
め
ら
れ
た
「
隠
岐
國
神
社
秘
録
総
目
録
」
の
な
か
で
は
『
後
』
の
「
島
後
諸
社
取
調
雑
録
」

は
「（
重
出
）」
と
あ
る
。

（
３
）�

明
治
初
年
の
政
府
に
よ
る
神
社
関
連
施
策
に
つ
い
て
小
論
で
主
に
参
照
し
た
の
は
、米
地
実
『
村

落
祭
祀
と
国
家
統
制
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
七
年
）
の
第
四
章
「
村
落
所
在
神
社
と
国

家
統
制
」、
森
岡
清
美
『
近
代
の
集
落
神
社
と
国
家
統
制
―
―
明
治
末
期
の
神
社
整
理
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
の
補
論
一
「
明
治
初
年
に
お
け
る
集
落
神
社
の
制
度
的
改
革
」、
森
岡

清
美
「
明
治
初
年
に
お
け
る
小
祠
処
分
と
無
格
社
」（
下
出
積
與
編
『
日
本
宗
教
史
論
纂
』［
桜

楓
社
、
一
九
八
八
年
］
所
収
）、
櫻
井
治
男
『
地
域
神
社
の
宗
教
学
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）

の
第
一
章
「
近
代
日
本
の
神
社
信
仰
と
地
域
社
会
」
な
ら
び
に
第
二
章
「
明
治
初
期
の
「
神
社
」

調
べ
」
で
あ
る
。

　
　
　

�　

な
お
、
法
令
等
か
ら
の
引
用
は
、
主
に
内
閣
官
報
局
編
『
法
令
全
書
』
に
依
拠
し
た
宮
地
正

人
作
成
「
宗
教
関
係
法
令
一
覧
」（『
日
本
近
代
思
想
大
系
５　

宗
教
と
国
家
』［
岩
波
書
店
、

一
九
八
八
年
］）
に
よ
る
。

（
４
）�
内
務
省
編
『
特
選
神
名
牒
』（
磯
部
甲
陽
堂
、
一
九
二
五
年
）
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
「
特
選
神
名

牒
編
纂
次
第
」
に
よ
る
（
同
書
、
五
頁
）。

　
　
　

�　

ち
な
み
に
、「
大
小
神
社
取
調
書
」
の
控
え
は
各
地
に
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
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に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
な
い
。
櫻
井
前
掲
書
の
第
三
章
「
明
治
初
期
の
「
神
社
」
調
べ
と
地

域
神
社
―
―
明
治
四
年
鳥
羽
藩
『
神
社
取
調
』
の
分
析
か
ら
」
は
そ
の
数
少
な
い
例
で
あ
る
。

　
　
　

�　

島
根
県
の
場
合
、
津
和
野
藩
を
除
く
石
見
部
で
は
、
浜
田
の
国
学
者
藤
井
宗
雄
を
中
心
と
し

た
独
自
の
調
査
―
―
神
社
以
外
に
「
小
社
」「
森
神
」
の
項
目
を
立
て
る
―
―
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
結
果
は
石
見
各
郡
の
「
神
社
書
上
帳
」
と
し
て
島
根
県
立
図
書
館
蔵
「
寺
社
史
料
」
の
な
か

に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
も
触
れ
る
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
拙
稿
「
石
見
地

方
の
「
森
神
」
を
め
ぐ
っ
て
―
―
明
治
初
年
「
神
社
書
上
帳
」
を
手
が
か
り
に
」（
山
陰
民
俗
学

会
『
山
陰
民
俗
研
究
』
一
五
、二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）�

ち
な
み
に
一
宮
村
の
水
若
酢
神
社
が
国
幣
中
社
に
列
せ
ら
れ
た
の
も
、
こ
の
布
告
に
よ
っ
て
で

あ
っ
た
。

（
６
）
米
地
実
前
掲
書
、
二
三
二
頁
。

（
７
）�

明
治
初
年
に
お
け
る
隠
岐
島
の
動
向
に
つ
い
て
小
論
で
主
に
参
照
し
た
の
は
、隠
岐
支
庁
編
『
隠

岐
島
誌
』（
一
九
三
三
年
：
覆
刻
版
＝
名
著
出
版
、
一
九
七
二
年
）、
永
海
一
正
『
近
世
隠
岐
島

史
の
研
究
』（
報
光
社
、
一
九
七
二
年
）、
内
藤
正
中
／
藤
田
新
／
中
沼
郁
『
隠
岐
国
維
新
史
―

―
隠
岐
騒
動
の
再
評
価
』（
山
陰
中
央
新
報
社
、
一
九
八
六
年
）
で
あ
る
。

（
８
）�

大
塚
武
松
編
『
百
官
履
歴　

下
』（
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
二
八
年
）
に
よ
れ
ば
、
真
木
は
明
治

三
年
九
月
五
日
、
浜
田
県
の
権
知
事
職
を
辞
し
て
い
る
。
な
お
、
真
木
直
人
の
事
績
に
つ
い
て

は
、藤
田
新
「
真
木
直
人
日
記
抄
―
―
隠
岐
知
県
事
の
背
景
を
考
え
る
」（『
隠
岐
の
文
化
財
』
六
、

一
九
八
八
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
９
）�

忌
部
正
弘
「
明
治
三
年
庚
午
十
一
月　

忌
部
正
弘
始
テ
記
ス　

必
要
記
」（「
忌
部
」
233
）。

（
10
）�

実
際
、
後
に
も
触
れ
る
が
、（
18
）「
神
社
取
調
覚
」『
後
』
に
収
め
ら
れ
た
明
治
三
年
閏
十
月
の

松
浦
十
郎
・
忌
部
正
弘
・
億
岐
有
尚
連
署
の
書
簡
に
は
、「
抑
当
地
神
社
取
調
之
儀
ハ
昨
五
月
被

仰
出
当
春
迄
ニ
相
済
御
帳
差
出
候
」
の
文
言
も
見
ら
れ
る
（『
後
』
一
五
六
頁
）。
明
治
二
年
の
「
五

月
」
に
「
仰
出
」
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、本
文
中
に
引
用
し
た
忌
部
正
弘
の
証
言
に
あ
る
「
九

月
」
は
、
調
査
の
開
始
時
期
を
指
す
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
11
）�

両
者
の
書
込
み
に
は
そ
れ
ぞ
れ
精
粗
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
台
帳
と
し
て
は
不
完
全
な
ま
ま
で

あ
る
が
、
松
浦
十
郎
の
生
家
で
あ
る
東
町
松
浦
家
（
梅
乃
屋
）
文
書
五
―
三
〇
（
隠
岐
の
島
町

教
育
委
員
会
の
整
理
に
よ
る
）
所
収
の
「
国
内
神
名
帳
（
億
岐
家
所
蔵
）」
の
写
本
に
は
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
所
在
が
記
さ
れ
て
お
り
、
最
も
完
成
形
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
12
）�

前
出
の
東
町
松
浦
家（
梅
乃
屋
）文
書
五
―
三
〇
に
も「
隠
岐
國
両
島
神
社
書
上
帳
宝
暦
七
年（
億

岐
古
記
集
ニ
明
記
）」と
の
表
題
を
も
つ
文
書
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、内
容
は
奥
書
も
含
め
て（
７
）

「
宝
暦
七
年
両
嶋
神
社
書
上
帖
二
冊
合
綴
」『
正
』
と
同
一
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、�

表
題
に
あ
る
宝
暦
七
年
と
い
う
年
号
に
関
し
て
は
、
両
「
書
上
帖
」
の
奥
書
に
あ

る
「
辰
三
月
」「
辰
七
月
」
の
干
支
と
の
齟
齬
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
松
浦
康
麿

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
奥
書
の
「
辰　

三
月
」
は
宝
暦
十
年
に
当
る
が
、
こ
れ
は
宝
暦

七
年
書
上
げ
の
も
の
を
十
年
に
再
度
提
出
し
て
い
る
か
ら
、
随
っ
て
本
書
上
げ
は
、
宝
暦
七
年

現
在
で
あ
る
」（
松
浦
康
麿
「
島
前
村
々
神
名
記　

両
嶋
神
社
書
上
帖
」『
島
前
の
文
化
財
』
九
、

一
九
七
九
年
、
五
八
頁
）。

　

け
れ
ど
も
錦
織
稔
之
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
の
出
発
点
と
な
る
宝
暦
九
年
の
幕
府
の
触
書
の

記
述
、
な
ら
び
に
「
卯
［
宝
暦
九
年
］
十
一
月
」
の
書
出
の
写
し
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、「
七
」

は
「
十
」
の
誤
読
で
あ
ろ
う
、と
さ
れ
る
（
本
書
所
収
の
錦
織
稔
之
「
近
世
隠
岐
の
「
神
楽
社
家
」

と
神
職
組
織
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

（
13
）�『
続
』
所
収
の
（
16
）「
島
後
神
社
取
調
帳
」
で
は
島
後
四
九
町
村
の
う
ち
、八
田
（
護
国
寺
）
村
、

大
光
寺
村
、�

有
木
村
、�

箕
浦
村
、
賀
茂
村
の
記
載
が
欠
け
て
い
る
が
、
対
応
す
る
「
忌
部
」
235
の

「
島
後
神
社
取
調
伺
帳
」
で
は
す
べ
て
の
村
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）�「
国
内
神
名
帳
」
で
は
島
前
は
四
二
社
が
数
え
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
奈
岐
良
姫
大
明
神

を
柳
井
姫
明
神
に
「
合
殿
」
し
た
た
め
に
四
一
社
に
な
っ
た
、
と
さ
れ
る
（『
正
』
一
三
二
頁
）。

（
15
）�

億
岐
有
尚
ら
に
よ
る
返
書
の
な
か
に
は
「
当
四
月
御
布
令
之
御
旨
」（『
後
』
一
五
六
頁
）
の
文

言
が
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
「
布
令
」
を
指
す
の
か
は
確
認
で
き
な
い
。

（
16
）�

三
浦
正
道
（
一
八
二
九
―
八
七
）
は
、
石
見
邑
智
郡
日
和
村
（
旧
浜
田
藩
領
）
の
社
家
の
出
身

で
浜
田
県
の
神
社
取
調
員
を
勤
め
、
明
治
六
年
、
水
若
酢
神
社
の
宮
司
と
な
っ
た
。

（
17
）�

宗
雄
の
子
孫
に
当
る
藤
井
靖
久
氏
蔵
。
私
は
、
こ
の
『
自
記
年
表
』
に
基
づ
く
略
年
表
を
作
成

し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
（
拙
稿
「
翻
刻　

藤
井
宗
雄
著
『
石
見
国
神
社
記
』
巻
二
邇

摩
郡
」［
島
根
大
学
法
文
学
部�

山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
『
山
陰
研
究
』
三
、二
〇
一
〇
年
］
の
「［
附

録
］
藤
井
宗
雄
の
著
作
に
つ
い
て
」
一
六
二
頁
以
下
）。

（
18
）�

こ
の
「
神
社
明
細
帳
」
が
、註
（
４
）
で
触
れ
た
「
神
社
書
上
帳
」
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

藤
井
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
明
治
六
年
、『
石
見
国
神
社
記
』
の
草
稿
を
ま
と
め
、
明
治
十
六
年
か

ら
二
十
年
に
か
け
て
清
書
さ
せ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
『
石
見
国
神
社
記
』
全
八
巻
の
翻
刻
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
巻
一
安
濃
郡
と
巻
二
邇
摩
郡
は
『
山
陰
研
究
』
二

（
二
〇
〇
九
年
）・
三
（
二
〇
一
〇
年
）
に
、ま
た
巻
三
那
賀
郡
上
（
前
後
編
）
と
巻
四
那
賀
郡
下
（
前

編
）は
、錦
織
稔
之
と
の
共
著
で
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー『
古
代
文
化
研
究
』二
四（
二
〇
一
六

年
）・
二
五
（
二
〇
一
七
年
）・
二
六
（
二
〇
一
八
年
）
に
発
表
し
て
い
る
。

（
19
）�

津
和
野
町
の
森
鴎
外
記
念
館
所
蔵
「
沖
本
文
庫
」
に
は
、「
明
治
庚
午
十
一
月　

神
社
取
調
書
上

帳　

何
郡
何
組
何
々
村
」
と
い
う
表
紙
で
末
尾
に
「
神
社
取
調
方
」
と
記
さ
れ
た
竪
冊
の
雛
形

が
残
さ
れ
て
い
る
。
明
治
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
神
社
調
査
に
用
い
ら
れ
た
も
の
を
、
在

地
の
民
俗
学
者
で
あ
る
沖
本
常
吉
が
採
集
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
20
）�
岡
熊
臣
「
読
淫
祀
論
」（
弘
化
二
［
一
八
四
五
］
年
、沖
本
常
吉
編
『
幕
末
淫
祀
論
叢
』［
松
野
書
店
、

一
九
七
八
年
］、四
九
頁
、五
七
頁
）。
こ
の
点
に
関
し
て
詳
し
く
は
、前
掲
拙
稿「
石
見
地
方
の「
森

神
」
を
め
ぐ
っ
て
」
の
「
四
、
藤
井
宗
雄
の
森
神
観
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
21
）�

直
江
広
治
「
森
神
信
仰
」（
和
歌
森
太
郎
編
『
西
石
見
の
民
俗
』［
吉
川
弘
文
館
、一
九
六
二
年
］）。
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（
22
）�

た
と
え
ば
註（
19
）
で
触
れ
た
「
神
社
取
調
方
」
に
よ
る
雛
形
の
「
祭
神
」
の
項
目
に
は
、「
正
体
何
」

と
い
う
下
位
項
目
が
設
け
ら
れ
、実
際
の
「
神
社
書
上
帳
」
で
は
、神
社
名
の
下
に
「
正
体
○
○
」

と
朱
書
き
さ
れ
て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
神
社
で
、
神
像
が
神
体
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

あ
る
い
は
こ
れ
は
、
隠
岐
島
に
お
け
る
明
治
二
年
か
ら
三
年
に
か
け
て
の
「
神
社
取
調
」
に
倣

っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
前
出
の
内
務
省
編
『
特
選
神
名
牒
』「
特
選
神
名
牒
編
纂

次
第
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
の
最
初
期
の
取
調
で
は
、
他
の
地
域
で
も

神
体
を
調
べ
た
例
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
同
書
、
二
頁
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
初
年
に
お
け

る
隠
岐
島
と
石
見
部
の
神
社
調
査
の
詳
細
な
比
較
は
、
多
く
の
点
で
興
味
深
い
主
題
を
構
成
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
23
）�

こ
の
文
書
は
、
前
出
東
町
松
浦
家
（
梅
乃
屋
）
文
書
五
―
三
〇
に
も
「
明
治
五
年
十
一
月
御
改

正
隠
岐
国
国
幣
社
県
郷
村
摂
社
合
帳
」
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）�「
摂
社
」
に
つ
い
て
は
、
後
に
触
れ
る
（
26
）「
郷
村
社
新
規
則
」『
正
』
の
な
か
で
「
摂
社
ト
申

ハ
末
社
ノ
類
ニ
而
社
地
別
ニ
ア
ル
ヲ
云
フ
」（『
正
』
二
二
八
頁
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）�

引
用
し
た
こ
の
箇
所
は
、「
忌
部
」
244
の
原
本
で
見
る
と
筆
跡
が
異
な
っ
て
お
り
、
曽
根
も
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
（『
後
』
一
二
九
頁
）、あ
る
い
は
億
岐
有
尚
に
よ
る
書
き
加
え
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、
総
数
に
数
え
間
違
え
が
あ
る
。

（
26
）�「
忌
部
」
245
「
両
嶋
神
社
改
号
記
」
で
は
、後
半
の
島
前
に
関
し
て
は
『
正
』
所
収
の
（
23
）「
両

嶋
神
社
改
号
帳
」
と
同
じ
だ
が
、
前
半
の
島
後
に
関
し
て
は
、
用
い
ら
れ
る
紙
質
も
異
な
っ
て

い
て
、
内
容
的
に
も
ま
ず
旧
社
名
を
挙
げ
て
、
そ
の
後
に
改
称
名
を
示
し
て
お
り
、
列
挙
す
る

順
も
異
な
る
。
さ
ら
に
全
体
で
「
七
十
三
社
」
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
島
後
に
関
し
て

は
後
に
改
定
さ
れ
た
も
の
を
差
替
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）�

こ
れ
ら
が
す
べ
て
廃
絶
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
判
明
で
は
な
い
。（
23
）「
両
嶋
神
社
改
号
帳
」
の

存
在
も
併
せ
考
え
る
と
、
郷
社
制
度
に
お
い
て
郷
社
・
村
社
・
摂
社
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
ま

ま
存
続
し
た
小
祠
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
28
）�『
正
』
所
収
の
（
26
）「
郷
村
社
新
規
則
」
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
忌
部
」
239
原
本
に
は
、
末
尾

に
鉛
筆
書
で
「
明
治
五
壬
申
十
一
月
十
日
書
入
（
八
幡
氏
本
）」
と
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
「
郷
村
社
規
則
」
は
、
い
ず
れ
の
府
県
で
も
制
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
米
地
実
前
掲
書
第
四
章
「
村
落
所
在
神
社
と
国
家
統
制
」
第
二
節
「
山

梨
県
郷
村
社
規
則
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
29
）�

前
出
の
（
22
）「
隠
岐
両
島
郷
村
社
新
区
別
帳
」『
後
』
に
よ
る
神
社
数
合
計
二
百
十
社
よ
り
も

一
社
多
い
の
は
、
先
に
は
別
格
と
し
て
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
国
幣
中
社
水
若
酢
神
社

が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
30
）�

明
治
六
年
三
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
八
日
に
か
け
て
の
、忌
部
正
弘
と
高
梨
正
方
に
よ
る「
取
調
」

に
基
づ
き
、
都
合
四
十
二
社
に
関
し
て
、
廃
止
、
合
併
、
改
号
等
の
処
置
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

大
半
は
廃
止
か
合
併
な
の
だ
が
、
な
か
に
は
周
吉
郡
西
村
の
池
田
社
の
よ
う
に
、
摂
社
と
し
て

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
「
氏
子
共
不
平
之
趣
ニ
付
無
余
儀
右
情
実
断
申
出
候
間
改
テ
村
社

ニ
被
為
成
下
間
敷
哉
奉
伺
候
」（『
正
』
一
六
九
頁
）
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
、
人
び
と
の
意

向
に
沿
っ
た
修
正
が
模
索
さ
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。

　
　
　

�　

あ
る
い
は
目
貫
村
の
摂
社
蛭
子
社
で
は
「
此
社
モ
外
蛭
子
社
同
例
帳
外
ノ
社
ニ
テ
可
然
奉
存

候
」（『
正
』
一
七
〇
頁
）、
八
尾
村
の
摂
社
松
尾
社
で
も
「
此
社
寺
院
ノ
鎮
守
ニ
テ
可
廃
社
ニ
候

得
共
諸
人
ノ
深
ク
崇
敬
ス
ル
社
ナ
レ
ハ
帳
外
ノ
社
ニ
御
改
替
可
然
奉
存
候
」（
同
頁
）
な
ど
と
あ

っ
て
、「
一
今
度
改
正
書
面
ノ
外
ニ
残
ル
社
ハ
悉
ク
廃
シ
ノ
事
」
と
い
う
（
26
）「
郷
村
社
新
規
則
」

（『
正
』
二
二
九
頁
）
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
帳
外
ノ
社
」
す
な
わ
ち
、
村
社
・
摂
社
に
列

格
さ
れ
な
い
が
、
存
置
を
認
め
ら
れ
た
小
祠
が
か
な
り
残
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
註
（
27
）
で
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う
。


